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Chapter 1 疑似言語の前提知識 

 

Section 1 記号の意味 

 ○ ・・・ プログラム名、変数の定義、手続き（※メソッド、関数） 

    ●  ・・・ 処理 

    ・・・ 条件式（判断） 

 ■ ・・・ 条件式（繰返し） 

 

 

Section 2 宣言部に記述する内容 

 ①プログラム名 

   ex) 

   ex)○ プログラム名：加算プログラム 

   ex)○ プログラム名：主プログラム 

   ex)○ プログラム名：副プログラム ・・・  主プログラムから呼び出されるプログラム。 

                           たまに、プログラム名がヒントになることもあります。 

 

 ②変数の定義 

   プログラム中に使用する変数の一覧を記述する。もちろん、変数の型も指定します。 

   【型の種類】 

     整数型、文字型、実数型、論理型 

     外部参照・大域変数   ・・・  どのプログラムからでも参照可能な変数。 

 

   ex) 

   ex)○ プログラム名：加算プログラム 

   ex)○ 整数型：ｓｕ１，ｓｕ２，Ａｎｓ  ⇒  この変数の一覧が結構重要 

 

 ③手続き 

   自プログラムから呼び出す別のプログラムを指定する。 

 

   ex) 

   ex)○ プログラム名：加算プログラム 

   ex)○ 整数型：ｓｕ１，ｓｕ２，Ａｎｓ 

   ex)○ 手続：結果表示プログラム（Ａｎｓ）  ※引数：プログラムに渡す値のこと 
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Section 3 処理部に記述する内容 

 そのプログラムで行う実際の処理を記述する部分です。 

 

   ex) 

   ex)○ プログラム名：加算プログラム 

   ex)○ 整数型：ｓｕ１，ｓｕ２，Ａｎｓ 

   ex)○ 手続：結果表示プログラム（Ａｎｓ）  ※引数：プログラムに渡す値のこと 

   ex) ●  ｓｕ１ ← １０      //数値の格納 

   ex) ●  ｓｕ２ ← ２０      //数値の格納 

   ex) ●  Ａｎｓ ← ｓｕ１ ＋ ｓｕ２   //加算処理 

   ex) ●  結果表示プログラム（Ａｎｓ） //副プログラムの呼び出し 

 

      ※簡単なプログラムのうちから、処理に対して『コメント』を付けるようにしよう。 

 

 【ポイント】 

   上記の例はまだ簡単なプログラムですが、実際の国家試験のプログラムは長くて見るだけ 

  でも嫌気が指すようなものばかりです。しかし、どんなに長いプログラムであっても【処理の塊】は 

  存在します。その『処理の塊』をいかに早く見つけられるかが重要になってきます。 

 

   ex) 

   ex)○ プログラム名 

   ex)○ 変数定義 

   ex)○ 手続の指定 

   

                   ※ 左記のように、どれだけ長いプログラムでも細分化することに

よって処理内容を理解しやすくできる。 

                      ただし、問題特有の処理等もあるのでそもそも問題として 

                      何の処理を行うかが分からないと細分化は難しい。 

 

 

 

 

 

 

  

初期化処理 

計算処理 

表示処理 
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Section 4 ストラクチャード定理 

 すべてのプログラムはストラクチャード定理で記述されています。ストラクチャード定理とは、 

『順次・選択・繰返し』の形式でありプログラムはこの形式の組み合わせで実現されます。 

そのため、プログラムの基本であるストラクチャード定理のマスターが必須条件です。 

 

 ①順次処理 

  上から下へ順番に処理を実行していく。一番オーソドックスな形式。 

 

  【形式】 

   ●  処理１ 

   ●  処理２ 

   ●  処理３ ．．． 

 

 ②選択処理 

  『条件式』によって、処理を実行するか・どの処理を実行するかを選択・判断する。 

 

  【形式１】 

    条件式 

     ●  条件式を満たす場合の処理（条件式が真のときの処理） 

 

 

  【形式２】 

    条件式 

     ●  条件式を満たす場合の処理（条件式が真のときの処理） 

 

     ●  条件式を満たさない場合の処理（条件式が偽のときの処理） 

      

 

  【形式３：入れ子】 

    条件式 A 

     ●  条件式 A が真                ※条件式の入れ子はよく出題される。 

       条件式 B                      落ち着いてゆっくり見ること。 

        ●  条件式 B が真 

 

        ●  条件式 B が偽 

      

 

     ●  条件式 A が偽 
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 ③繰返し処理 

  ループ記号の条件式（継続条件）を満たす間、ループ記号内の処理を繰り返す。 

 

  【形式１：前判定】 

  ■ 条件式                 ※最低０回、ループ内の処理を実行する。 

     ●  処理１                 最初から条件式が偽となり、ループ内に 

     ●  処理２ ．．．             入らないこともある。 

  ■ 

 

 

  【形式２：後判定】 

  ■                       ※最低１回、ループ内の処理を実行する。 

     ●  処理１                 （条件式の真偽に関わらず絶対１回処理実行） 

     ●  処理２ ．．． 

  ■ 条件式 

 

 

  【形式３：多重ループ】 

  ■ 条件式Ａ                 ※多重ループは２次元配列などでよく使用される。 

     ●  処理Ａ－１ 

     ■ 条件式Ｂ 

        ●  処理Ｂ－１ 

        ●  処理Ｂ－２ ．．． 

     ■ 

     ●  処理Ａ－２ ．．． 

  ■ 

 

  条件式Ａのループ処理の中で、条件式Ｂのループ処理を実行する。 

  条件式Ｂのループ処理は条件式 A が偽になるまで何回も何回も実行される。 

  プログラムとして、多重ループやループ内での選択処理はあまり良くありません。処理速度が

遅くなったり、可読性が下がったりしてしまいます。（要するに、あまり良くないプログラム） 
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  【サンプル】 

  ○ プログラム名：サンプルプログラム 

  ○ 整数型：ＳＵ，ＳＵＭ 

  ○ 論理型：ＦＬＧ 

  ○ 手続：ＳｕｍＤｉｓｐ（ＳＵＭ），ＩｎｐｕｔＤａｔａ（ＳＵ） 

   ●  ＩｎｐｕｔＤａｔａ（ＳＵ） 

   ●  ＳＵＭ ← ０ 

   ●  ＦＬＧ ← ＦＡＬＳＥ 

  ■ ＦＬＧ ≠ ＴＲＵＥ 

     ●  ＳＵＭ ← ＳＵＭ ＋ ＳＵ 

     ●  ＳＵ  ← ＳＵ  － １ 

       ＳＵ ＝ ０ 

        ●  ＦＬＧ ← ＴＲＵＥ 

 

  ■  

   ●  ＳｕｍＤｉｓｐ（ＳＵＭ） 

 

 

  【トレース表サンプル】 

ＳＵ ＳＵＭ ＦＬＧ 

？ ？ ？ 

１０ ０ ＦＡＬＳＥ 

９ １０  

８ １９  

７ ２７  

６ ３４  

５ ４０  

４ ４５  

３ ４９  

２ ５２  

１ ５４  

０ ５５ ＴＲＵＥ 
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Chapter 2 トレース 

 

Section 1 トレースとは 

 プログラム内で定義されている変数の値の変化を記述したものです。 

 このトレースの力は国家試験に合格するためだけに必要な力ではなく、プログラムやシステム 

エンジニアにおいては当たり前の力であるため、根気強く頑張っていきましょう。 

 

 

Section 2 トレース表の書き方 

 よく『トレース表の書き方が分からない．．．そもそも何？』という人がいますが、トレース表自体は 

ものすごく簡単です。 

 

  ex)   

   ○プログラム名：足し算プログラム 

   ○整数型：ｓｕ１，ｓｕ２，ａｎｓ 

   ○手続き：ＤｉｓｐＡｎｓ（ａｎｓ） 

      ．．．以下処理 

 

  網掛け部分の変数定義に注目してください。この部分をそのまま表にするだけです。 

  定義されている変数をすべて横並びに記述すれば完成です。 

    

 

 

 

 

  実際には上記のように枠線を書く必要はありませんし、自分の見やすいように記述できればよ 

いです。変数が多数ある場合は関連のある変数を近くに記述するなど工夫してください。 

   

  トレース表は、一つ一つの処理を実行していき変数の値が変化する度に下に値を書きます。 

そのため、トレース表は縦長になっていきます。また、変数を定義した段階では変数に何が格納

されているかは不明なので、初期化処理が必ず必要です。 

 

  しかし、国家試験で出題される疑似言語のプログラムは変数の数も長さも膨大であり、すべて 

トレースするのは現実的には不可能です。そのため、必要な部分を必要なだけ正確にトレース

できるようになりましょう。 

 

 

 

  

ｓｕ１ ｓｕ２ ａｎｓ 

？ ？ ？ 

．．． ．．． ．．． 
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Chapter 3 順次処理とトレース 

一番オーソドックスな順次処理のトレース練習をやっていきます。下記のプログラムをトレースし

ていきましょう。最初の方は簡単です。 

 

Section 1 初期化処理 

 

○ プログラム名：ＰＧ１－１ 

○ 整数型：ＳＵ１ 

●  ＳＵ１ ← ０ 

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ１－２ 

○ 整数型：ＳＵ２ 

●  ＳＵ２ ← １００ 

 

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ１－３ 

○ 論理型：ＳＷ１ 

●  ＳＷ１ ← ｔｒｕｅ 

 

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ１－４ 

○ 論理型：ＳＷ２ 

●  ＳＷ２ ← ｆａｌｓｅ 

 

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ１－５ 

○ 整数型：Ｓｕｍ，Ｃｎｔ 

●  Ｓｕｍ ← ０ 

●  Ｃｎｔ  ← ０ 
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○ プログラム名：ＰＧ１－６ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

○ 論理型：Ｆｌｇ 

●  ＳＵ１ ← １０ 

●  ＳＵ２ ← ７ 

●  Ｆｌｇ ← ｆａｌｓｅ 

      

      

      

      

      

      

      

 

 

Section 2 通常の格納 

 

○ プログラム名：ＰＧ２－１ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

●  ＳＵ１ ← ５ 

●  ＳＵ２ ← ＳＵ１ 

 

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ２－２ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

●  ＳＵ１ ← ２ 

●  ＳＵ２ ← ４ 

●  ＳＵ１ ← ＳＵ２ 

 

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ２－３ 

○ 論理型：ＳＷ１，ＳＷ２ 

●  ＳＷ１ ← ｔｒｕｅ 

●  ＳＷ２ ← ＳＷ１ 

 

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ２－４ 

○ 論理型：ＳＷ１，ＳＷ２ 

●  ＳＷ１ ← ｆａｌｓｅ 

●  ＳＷ２ ← ｔｒｕｅ 

●  ＳＷ２ ← ＳＷ１ 
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○ プログラム名：ＰＧ２－５ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

○ 論理型：ＳＷ１，ＳＷ２ 

●  ＳＷ１ ← ｆａｌｓｅ 

●  ＳＵ２ ← ５ 

●  ＳＷ１ ← ｔｒｕｅ 

●  ＳＷ２ ← ＳＷ１ 

●  ＳＵ１ ← ＳＵ２ 

●  ＳＵ２ ← ４ 

●  ＳＷ２ ← ｆａｌｓｅ 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

Section 3 計算結果の格納 

 

○ プログラム名：ＰＧ３－１ 

○ 整数型：Ｓｕｍ 

●  Ｓｕｍ ← ５ ＋ １０ 

 

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ３－２ 

○ 整数型：Ｓｕｍ 

●  Ｓｕｍ ← ０ 

●  Ｓｕｍ ← Ｓｕｍ ＋ ６ 

 

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ３－３ 

○ 整数型：Ｓｕｍ，ＳＵ 

●  ＳＵ  ← ２０ 

●  Ｓｕｍ ← ＳＵ － １０ 
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○ プログラム名：ＰＧ３－４ 

○ 整数型：Ｓｕｍ，ＳＵ 

●  Ｓｕｍ ← ０ 

●  ＳＵ  ← １００ 

●  Ｓｕｍ ← Ｓｕｍ ＋ ＳＵ 

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ３－５ 

○ 整数型：Ｒｅｓ，ＳＵ１，ＳＵ２ 

●  ＳＵ１ ← １００ 

●  ＳＵ２ ← ２ 

●  Ｒｅｓ  ← ＳＵ１ ／ ＳＵ２ 

 

      

      

      

      

      

      

 

 

 

Section 4 入替処理 

 

○ プログラム名：ＰＧ４－１ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２，ｗｋ 

●  ＳＵ１ ← ７ 

●  ＳＵ２ ← ２ 

●  ｗｋ  ← ＳＵ１ 

●  ＳＵ１ ← ＳＵ２ 

●  ＳＵ２ ← ｗｋ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ４－２ 

○ 論理型：ＳＷ１，ＳＷ２，ｗｋ 

●  ＳＷ２ ← ｆａｌｓｅ 

●  ｗｋ   ← ＳＷ２ 

●  ＳＷ１ ← ｔｒｕｅ 

●  ＳＷ２ ← ＳＷ１ 

●  ＳＷ１ ← ｗｋ 
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○ プログラム名：ＰＧ４－３ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２，ｗｋ１ 

○ 論理型：ＳＷ１，ＳＷ２，ｗｋ２ 

●  ＳＷ１ ← ｔｒｕｅ 

●  ＳＵ１ ← ５ 

●  ＳＷ２ ← ｆａｌｓｅ 

●  ＳＵ２ ← ８ 

●  ｗｋ２ ← ＳＷ１ 

●  ｗｋ１ ← ＳＵ２ 

●  ＳＷ１ ← ＳＷ２ 

●  ＳＵ２ ← ＳＵ１ 

●  Ｓｗ２ ← ｗｋ２ 

●  ＳＵ１ ← ｗｋ１ 

●  ｗｋ１ ← ＳＵ２ 

●  ｗｋ２ ← ＳＷ１ 

●  ＳＵ２ ← ＳＵ１ 

●  ＳＷ１ ← ＳＷ２ 

●  ＳＷ２ ← ｗｋ２ 

●  ＳＵ１ ← ｗｋ１ 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

   

 

 

  



    12 
 

Chapter 4 条件分岐処理とトレース 

『条件式』によって処理実行の有無を判断したり、実行する処理を選択したりします。この条

件分岐で躓いている人もいるかと思いますが、簡単なプログラムから練習していきましょう。  

Section 1 条件分岐① 

 

○ プログラム名：ＰＧ５－１ 

○ 整数型：ＳＵ 

●  ＳＵ ← １００ 

  ＳＵ ＜ １０ 

●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １０ 

 

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ５－２ 

○ 整数型：ＳＵ 

●  ＳＵ ← ０ 

  ＳＵ ＜ １０ 

●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １０ 

 

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ５－３ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

●  ＳＵ１ ← ５ 

●  ＳＵ２ ← ３ 

  ＳＵ１ ＞ ＳＵ２ 

●  ＳＵ１ ← ＳＵ１ － ＳＵ２ 
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○ プログラム名：ＰＧ５－４ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

●  ＳＵ１ ← ７ 

●  ＳＵ２ ← ８ 

  （ＳＵ１ ＋ ＳＵ２） ＞ １０ 

●  ＳＵ１ ← ＳＵ１ ＋ ＳＵ２ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ５－５ 

○ 整数型：ＳＵ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＷ ← ｔｒｕｅ 

●  ＳＵ ← ０ 

  ＳＷ //ＳＷ＝ｔｒｕｅで真の処理を行う 

●  ＳＵ ← １０ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ５－６ 

○ 整数型：ＳＵ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＷ ← ｆａｌｓｅ 

  ＳＷ 

●  ＳＵ ← １０ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ５－７ 

○ 整数型：ＳＵ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＵ ← １５ 

●  ＳＷ ← ｆａｌｓｅ 

  ＳＵ ＞ １０ 

●  ＳＷ ← ｔｒｕｅ 

 

   ＳＷ 

●  ＳＵ ← ＳＵ － １ 
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○ プログラム名：ＰＧ５－８ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

○ 論理型：Ｆｌｇ 

●  ＳＵ１ ← １０ 

●  ＳＵ２ ← ５ 

●  Ｆｌｇ  ← ｆａｌｓｅ 

  （ＳＵ１ － ＳＵ２） ≧ ５ 

●  Ｆｌｇ ← ｔｒｕｅ 

 

   Ｆｌｇ 

●  ＳＵ１ ← ０ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

Section 2 条件分岐② 

 

○ プログラム名：ＰＧ６－１ 

○ 整数型：ＳＵ 

●  ＳＵ ← ５ 

  ＳＵ ＞ ０ 

●  ＳＵ ← ＳＵ － １ 

 

●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ６－２ 

○ 整数型：ＳＵ 

●  ＳＵ ← －１０ 

  ＳＵ ＞ ０ 

●  ＳＵ ← ＳＵ － １ 

 

●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １ 
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○ プログラム名：ＰＧ６－３ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳU２，Ｒｅｓ 

●  ＳＵ１ ← ７ 

●  ＳＵ２ ← ２ 

  ＳＵ１ ＞ ＳＵ２ 

●  Ｒｅｓ ← ＳＵ１ － ＳＵ２ 

 

●  Ｒｅｓ ← ＳＵ２ － ＳＵ１ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ６－４ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳU２，Ｒｅｓ 

●  ＳＵ１ ← ４ 

●  ＳＵ２ ← ４ 

  ＳＵ１ ＞ ＳＵ２ 

●  Ｒｅｓ ← ＳＵ１ － ＳＵ２ 

 

●  Ｒｅｓ ← ＳＵ２ － ＳＵ１ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ６－５ 

○ 整数型：ＳＵ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＷ ← ｔｒｕｅ 

  ＳＷ 

●  ＳＵ ← １００ 

 

●  ＳＵ ← ０ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ６－６ 

○ 整数型：ＳＵ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＷ ← ｆａｌｓｅ 

  ＳＷ 

●  ＳＵ ← １００ 

 

●  ＳＵ ← ０ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      



    16 
 

 

○ プログラム名：ＰＧ６－７ 

○ 整数型：ＳＵ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＵ ← ０ 

●  ＳＷ ← ｔｒｕｅ 

  ＳＷ 

●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １ 

 

●  ＳＵ ← ＳＵ － １ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ６－８ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

○ 論理型：Ｆｌｇ 

●  ＳＵ１ ← ８ 

●  ＳＵ２ ← １６ 

  （ＳＵ１ － ＳＵ２） ＞ ０ 

●  Ｆｌｇ ← ｔｒｕｅ 

 

●  Ｆｌｇ ← ｆａｌｓｅ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

Section 3 条件分岐③ 

 

○ プログラム名：ＰＧ７－１ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＵ１ ← １０ 

  ＳＵ１ ＞ ０ 

●  ＳＵ２ ← ＳＵ１ ％ ２ 

       ＳＵ２ ＝ ０ 

    ●  ＳＷ ← ｔｒｕｅ 

 

    ●  ＳＷ ← ｆａｌｓｅ 
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○ プログラム名：ＰＧ７－２ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＵ１ ← １０ 

  ＳＵ１ ＞ ０ 

●  ＳＵ２ ← ＳＵ１ － １００ 

       ＳＵ１ ＞ ０ 

     ●  ＳＷ ← ｔｒｕｅ 

 

     ●  ＳＷ ← ｆａｌｓｅ 

 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ７－３ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

●  ＳＵ１ ← ５ 

  ＳＵ１ ＞ ０ 

●  ＳＵ２ ← ＳＵ１ ＊ ２ 

       ＳＵ２ ≧ １０ 

     ●  ＳＵ２ ← ＳＵ２ ＊ １０ 

 

     ●  ＳＵ２ ← ＳＵ２ － ＳＵ２ 

 

●  ＳＵ１ ← ＳＵ２ ／ ２ 
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○ プログラム名：ＰＧ７－４ 

○ 文字列型：Ｒｅｓ 

○ 整数型：Ｔｅｎ 

●  Ｔｅｎ ← ７０ 

  Ｔｅｎ ≧ ８０ 

●  Ｒｅｓ ← ‘優’ 

       Ｔｅｎ ≧ ７０ 

     ●  Ｒｅｓ ← ‘良’ 

        Ｔｅｎ ≧ ６０ 

        ●  Ｒｅｓ ← ‘可’ 

 

        ●  Ｒｅｓ ← ‘不可’ 

 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      
 

○ プログラム名：ＰＧ７－５ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＵ１ ← １０ 

●  ＳＵ２ ← ２０ 

  ＳＵ１ ＞ ０ 

      （ＳＵ１ － ＳＵ２） ＞ ０ 

    ●  ＳＵ１ ← ＳＵ１ － ＳＵ２ 

 

  ●  ＳＵ２ ← ＳＵ２ － ＳＵ１ 

 

     ＳＵ２ ＞ ０ 

    ●  ＳＵ２ ← ＳＵ２ － １０ 

 

    ●  ＳＵ２ ← ＳＵ２ ＋ １０ 

 

     ＳＵ２ ＞ ０ 

    ●  ＳＷ ← ｔｒｕｅ 

 

    ●  ＳＷ ← ｆａｌｓｅ 
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Chapter 5 繰返し処理とトレース 

繰返し処理です。ここから本格的に分からなくなってくる人が出てくると思います。とにかく、ア

ルゴリズムは理解ではなく慣れが重要ですので１行１行実行してみましょう。 

Section 1 繰返し処理① 

 

○ プログラム名：ＰＧ８－１ 

○ 整数型：Ｒｅｓ，Ｃｎｔ 

●  Ｒｅｓ ← ０ 

●  Ｃｎｔ ← ０ 

■ Ｃｎｔ ＜ １０ 

  ●  Ｒｅｓ ← Ｒｅｓ ＋ Ｃｎｔ 

  ●  Ｃｎｔ ← Ｃｎｔ ＋ １ 

■ 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      
 

○ プログラム名：ＰＧ８－２ 

○ 整数型：Ｒｅｓ，Ｃｎｔ 

●  Ｒｅｓ ← ０ 

●  Ｃｎｔ ← １ 

■ Ｃｎｔ ＜ １０ 

  ●  Ｒｅｓ ← Ｒｅｓ ＋ Ｃｎｔ 

  ●  Ｃｎｔ ← Ｃｎｔ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ８－３ 

○ 整数型：Ｒｅｓ，Ｃｎｔ 

●  Ｒｅｓ ← ０ 

●  Ｃｎｔ ← ０ 

■ Ｃｎｔ ≦ １０ 

  ●  Ｒｅｓ ← Ｒｅｓ ＋ Ｃｎｔ 

  ●  Ｃｎｔ ← Ｃｎｔ ＋ １ 

■ 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ８－４ 

○ 整数型：Ｒｅｓ，Ｃｎｔ 

●  Ｒｅｓ ← ０ 

●  Ｃｎｔ ← １ 

■ Ｃｎｔ ≦ １０ 

  ●  Ｒｅｓ ← Ｒｅｓ ＋ Ｃｎｔ 

  ●  Ｃｎｔ ← Ｃｎｔ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ８－５ 

○ 整数型：Ｒｅｓ，Ｃｎｔ 

●  Ｒｅｓ ← ０ 

●  Ｃｎｔ ← １ 

■ Ｃｎｔ ≦ ５０００ 

  ●  Ｒｅｓ ← Ｒｅｓ ＋ Ｃｎｔ 

  ●  Ｃｎｔ ← Ｃｎｔ ＊ ３ 

■ 

Cnt      

1      

3      

9      

27      

81      

243      

729      

2187      

6561      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ８－６ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２，ＳＵ３，Ｃｎｔ 

●  ＳＵ１ ← ０ 

●  ＳＵ２ ← ０ 

●  ＳＵ３ ← ０ 

●  Ｃｎｔ  ← １ 

■ Ｃｎｔ ≦ ５ 

  ●  ＳＵ１ ← ＳＵ１ ＋ ３ 

  ●  ＳＵ２ ← ＳＵ２ ＋ １ 

  ●  ＳＵ３ ← ＳＵ３ ＋ ２ 

  ●  ＳＵ１ ← ＳＵ１ ＋ ＳＵ３ 

  ●  ＳＵ２ ← ＳＵ２ ＋ ＳＵ１ 

  ●  ＳＵ３ ← ＳＵ３ ＋ ＳＵ２ 

  ●  Ｃｎｔ  ← Ｃｎｔ ＋ １ 

■ 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

  



    22 
 

○ プログラム名：ＰＧ８－７ 

○ 整数型：ＳＵ，Ｓｕｍ，Ａｖｇ，Ｃｎｔ 

●  ＳＵ  ← ３ 

●  Ｓｕｍ ← ０ 

●  Ｃｎｔ ← １ 

■ ＳＵ ＜ ３０ 

  ●  Ｓｕｍ ← Ｓｕｍ ＋ ＳＵ 

  ●  ＳＵ  ← ＳＵ ＋ ３ 

  ●  Ｃｎｔ ← Ｃｎｔ ＋ １ 

■ 

●  Ａｖｇ ← Ｓｕｍ ／ Ｃｎｔ 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ８－８ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２，Ｄａｔａ 

●  ＳＵ１ ← ４３２１ 

●  ＳＵ２ ← １２３４ 

●  Ｄａｔａ ← ＳＵ１ ％ ＳＵ２ 

■ Ｄａｔａ ≠ ０ 

  ●  ＳＵ１ ← ＳＵ２ 

  ●  ＳＵ２ ← Ｄａｔａ 

  ●  Ｄａｔａ ← ＳＵ１ ％ ＳＵ２ 

■ 
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Section 2 繰返し処理② 

さて、ここから鬼門に入ります。とにかく頑張れ。 

○ プログラム名：ＰＧ９－１ 

○ 整数型：ＳＵ，Ｓｕｍ 

●  ＳＵ  ← １ 

●  Ｓｕｍ ← ０ 

■ ＳＵ ≦ １０ 

    （ＳＵ ％ ２） ＝ ０ 

    ●  Ｓｕｍ ← Ｓｕｍ ＋ ＳＵ 

 

     ●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １ 

■ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

○ プログラム名：ＰＧ９－２ 

○ 整数型：ＳＵ，Ｓｕｍ 

●  ＳＵ  ← １ 

●  Ｓｕｍ ← ０ 

■ ＳＵ ≦ １０ 

    （ＳＵ ％ ２） ＝ １ 

    ●  Ｓｕｍ ← Ｓｕｍ ＋ ＳＵ 

 

     ●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ９－３ 

○ 整数型：ＳＵ，Ｓｕｍ 

●  ＳＵ  ← １ 

●  Ｓｕｍ ← ０ 

■ ＳＵ ≦ １５ 

    （ＳＵ ％ ３） ＝ ０ 

    ●  Ｓｕｍ ← Ｓｕｍ ＋ ＳＵ 

 

     ●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １ 

■ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ９－４ 

○ 整数型：ＳＵ，Ｓｕｍ，Ｄａｔａ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＵ  ← ０ 

●  Ｓｕｍ ← ０ 

●  ＳＷ ← ｔｒｕｅ 

■ ＳＷ 

     ●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １ 

  ●  Ｓｕｍ ← Ｓｕｍ ＋ ＳＵ 

    ＳＵ ≧ １５ 

    ●  Ｄａｔａ ← Ｓｕｍ ／ ＳＵ 

    ●  ＳＷ  ← ｆａｌｓｅ 

 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ９－５ 

○ 整数型：ＳＵ，Ｓｕｍ１，Ｓｕｍ２， 

        Ｓｕｍ３，Ｓｕｍ４ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＵ   ← ０ 

●  Ｓｕｍ１ ← ０ 

●  Ｓｕｍ２ ← ０ 

●  Ｓｕｍ３ ← ０ 

●  Ｓｕｍ４ ← ０ 

●  ＳＷ   ← ｔｒｕｅ 

■ ＳＷ 

     ●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １ 

    （ＳＵ ％ ２） ＝ ０ 

    ●  Ｓｕｍ１ ← Ｓｕｍ１ ＋ ＳＵ 

 

    （ＳＵ ％ ３） ＝ ０ 

    ●  Ｓｕｍ２ ← Ｓｕｍ２ ＋ ＳＵ 

 

    （ＳＵ ％ ４） ＝ ０ 

    ●  Ｓｕｍ３ ← Ｓｕｍ３ ＋ ＳＵ 

 

    （ＳＵ ％ ５） ＝ ０ 

    ●  Ｓｕｍ４ ← Ｓｕｍ４ ＋ ＳＵ 

 

    ＳＵ ＞ ３０ 

    ●  ＳＷ ← ｆａｌｓｅ 

 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ９－6 

○ 整数型：ＳＵ，Ｓｕｍ１，Ｓｕｍ２ 

●  ＳＵ   ← １ 

●  Ｓｕｍ１ ← ０ 

●  Ｓｕｍ２ ← ０ 

■ ＳＵ ≦ １５ 

    （ＳＵ ％ ２） ＝ ０ 

    ●  Ｓｕｍ１ ← Ｓｕｍ１ ＋ ＳＵ 

 

    ●  Ｓｕｍ２ ← Ｓｕｍ２ ＋ ＳＵ 

 

     ●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １ 

■ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

○ プログラム名：ＰＧ９－７ 

○ 整数型：ＳＵ，Ｓｕｍ１，Ｓｕｍ２ 

○ 論理型：ＳＷ 

●  ＳＵ   ← １ 

●  Ｓｕｍ１ ← ０ 

●  Ｓｕｍ２ ← ０ 

●  ＳＷ   ← ｔｒｕｅ 

■ ＳＵ ＜ １５ 

    ＳＷ 

    ●  Ｓｕｍ２ ← Ｓｕｍ１ ＋ ＳＵ 

    ●  ＳＷ ← ｆａｌｓｅ 

 

    ●  Ｓｕｍ１ ← Ｓｕｍ２ ＋ ＳＵ 

    ●  ＳＷ ← ｔｒｕｅ 

 

     ●  ＳＵ ← ＳＵ ＋ １ 

■ 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 



    27 
 

Section 3 繰返し処理③ 

ループなど一回動きが分かれば大したことない！！所詮同じことの繰り返しだ！！！！ 

○ プログラム名：ＰＧ１０－１ 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２，ＳＵ３，Ｃｎｔ 

●  ＳＵ１ ← ０ 

●  ＳＵ２ ← １ 

●  ＳＵ３ ← ２ 

●  Ｃｎｔ  ← ０ 

●  表示１に出力（ＳＵ２） 

●  表示２に出力（ＳＵ３） 

■ ＳＵ１ ＜ ４ 

      ●  ＳＵ１  ← ＳＵ１ ＋ １ 

     ●  ＳＵ２ ← １ 

     ●  Ｃｎｔ ← ０ 

   ■ Ｃｎｔ ＜ ＳＵ１ 

    ●  ＳＵ２ ← ＳＵ２ ＊ ２ 

    ●  Ｃｎｔ ← Ｃｎｔ ＋ １ 

   ■ 

     ●  表示１に出力（ＳＵ２） 

     ●  Ｃｎｔ ← ０ 

   ■ Ｃｎｔ ＜ ＳＵ１ 

    ●  ＳＵ３ ← ＳＵ３ ＊ ２ 

    ●  Ｃｎｔ ← Ｃｎｔ ＋ １ 

   ■ 

     ●  表示２に出力（ＳＵ３） 

■ 

 

    表示１ 表示２ 
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○ プログラム名：ＰＧ１０－２ 

○ 整数型：ＳＵ 

●  ＳＵ  ← ０ 

■ ＳＵ ≦ ３０ 

    （ＳＵ ％ １５） ＝ ０ 

    ● 表示に出力（‘FizzBuzz’） 

 

（ＳＵ ％ ５） ＝ ０ 

   ● 表示に出力（‘Buzz’） 

 

（ＳＵ ％ ３） ＝ ０ 

    ● 表示に出力（‘Fizz’） 

 

    ● 表示に出力（ＳＵ） 

 

 

 

      ●  ＳＵ  ← ＳＵ ＋ １ 

■ 

 

    表示 
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○ プログラム名：ＰＧ１０－３ 

○ 整数型：ＳＵ，Ｓｕｍ１，Ｓｕｍ２，Ｃｎｔ 

●  ＳＵ   ← １ 

●  Ｃｎｔ  ← ０ 

●  Ｓｕｍ１ ← ０ 

●  Ｓｕｍ２ ← ０ 

■ ＳＵ ＜ ８ 

    （ＳＵ ％ ２） ＝ ０ 

   ■ Ｃｎｔ ＜ ＳＵ 

     ● Ｓｕｍ１ ← Ｓｕｍ１ ＋ ＳＵ 

      ● Ｃｎｔ ← Ｃｎｔ ＋ １ 

    ■ 

 

   ■ Ｃｎｔ ＜ ＳＵ 

     ● Ｓｕｍ２ ← Ｓｕｍ２ ＋ ＳＵ 

      ● Ｃｎｔ ← Ｃｎｔ ＋ １ 

    ■ 

 

      ●  Ｃｎｔ  ← ０ 

      ●  ＳＵ  ← ＳＵ ＋ １ 

■ 

 

 

su sum1 sum2 cnt   

1 2 1 0   

2 4 4 1   

3 8 7 0   

4 12 10 1   

5 16 15 2   

6 20 20 0   

7 26 25 1   

8 32 30 2   

 38 35 3   

 44  0   

 50  1   

 56  2   

   3   

   4   

   0   

   1   

   2   

   3   

   4   

   5   

   0   

   1   

   2   

   3   

   4   

   5   

   6   

   0   

   1   

   2   

   3   

   4   

   5   

   6   

   7   

   0   
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Chapter 6 配列とトレース 

  まだまだこれから！！！！やれ！！  

Section 1 配列（１次元配列） 

配列とは、複数の値を格納できる変数です。変数を何十個と定義するより、一つの配列にま

とめると、プログラムをより効率的に作ることができます。 

 

①配列の定義 

配列を利用するには、宣言部に記述します。 

変数と同じように型を指定します。また、要素数（何個の値を格納できるか）も記述します。 

 

ex) 整数を５個格納できる変数をａｒｒａｙという名前で定義する 

 ○ 整数型：ａｒｒａｙ［５］ 

 

ex) 文字を１０個格納できる変数をｃｈａｒｓという名前で定義する 

 ○ 文字型：ｃｈａｒｓ［１０］ 

 

②配列の利用 

配列は小さな箱を集めたようなものです。 

整数型：ａｒｒａｙ［５］ と定義した配列は以下のようなイメージとなります。 

 

ａｒｒａｙ 

 

この配列ａｒｒａｙに値を代入するには、複数ある要素（１つ１つの箱）の中から、１つを選ばな

ければなりません。１つの要素を選ぶには、要素番号（添え字）を利用します。 

ex) ａｒｒａｙの要素に値を代入する 

 ａｒｒａｙ［１］ ← １０ 

 ａｒｒａｙ［３］ ← ３０ 

 ａｒｒａｙ［５］ ← ａｒｒａｙ［１］ ＋ ａｒｒａｙ［３］ 

処理後の配列ａｒｒａｙの中身は以下となります。 

 

ａｒｒａｙ 

 

○ プログラム名：ＰＧ１１－１ 

○ 整数型：Ｔ［５］ 

●  Ｔ［１］ ← ０ 

●  Ｔ［２］ ← １ 

●  Ｔ［３］ ← ２ 

●  Ｔ［４］ ← ３ 

●  Ｔ［５］ ← ４ 

      

［１］ ［２］ ［３］ ［４］ ［５］ 

Ｔ       

Ｔ       

Ｔ       

Ｔ       

Ｔ       

 

［１］ 

 

［２］ 

 

［３］ 

 

［４］ 

 

［５］ 

１０ 

［１］ 

 

［２］ 

３０ 

［３］ 

 

［４］ 

４０ 

［５］ 
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○ プログラム名：ＰＧ１１－２ 

○ 整数型：Ｔ［５］，ｉ 

●  ｉ ← １ 

●  Ｔ［ｉ］ ← １ 

●  ｉ ← ｉ ＋ １ 

●  Ｔ［ｉ］ ← ２ 

●  ｉ ← ｉ ＋ １ 

●  Ｔ［ｉ］ ← ３ 

●  ｉ ← ｉ ＋ １ 

●  Ｔ［ｉ］ ← ４ 

●  ｉ ← ｉ ＋ １ 

●  Ｔ［ｉ］ ← ５ 

ｉ  ［１］ ［２］ ［３］ ［４］ ［５］ 

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 

○ プログラム名：ＰＧ１１－３ 

○ 整数型：Ｔ［５］，ｉ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ 

●  Ｔ［ｉ］ ← ０ 

●  ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

ｉ  ［１］ ［２］ ［３］ ［４］ ［５］ 

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 

○ プログラム名：ＰＧ１１－４ 

○ 整数型：Ｔ［５］，ｉ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ 

●  Ｔ［ｉ］ ← ｉ 

●  ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

ｉ  ［１］ ［２］ ［３］ ［４］ ［５］ 

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       
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○ プログラム名：ＰＧ１１－５ 

○ 整数型：Ｔ［５］，ｉ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ 

●  Ｔ［ｉ］ ← ｉ ＊ ２ 

●  ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

ｉ  ［１］ ［２］ ［３］ ［４］ ［５］ 

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 

○ プログラム名：ＰＧ１１－６ 

○ 整数型：Ｔ［５］，ｉ 

●  Ｔ［１］ ← １ 

●  ｉ ← ２ 

■ ｉ ≦ ５ 

●  Ｔ［ｉ］ ← Ｔ［ｉ－１］ ＋ ｉ 

●  ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

ｉ  ［１］ ［２］ ［３］ ［４］ ［５］ 

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 

○ プログラム名：ＰＧ１１－７ 

○ 整数型：Ｔ［５］，ｉ 

●  ｉ ← ５ 

■ ｉ ＞ ０ 

●  Ｔ［ｉ］ ← ６ － ｉ 

●  ｉ ← ｉ － １ 

■ 

ｉ  ［１］ ［２］ ［３］ ［４］ ［５］ 

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       

 Ｔ       
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○ プログラム名：ＰＧ１１－９ 

○ 整数型：Ｔ［５］，ｓｕ，ｉ 

●  ｓｕ ← １ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ 

▲ ｓｕ ％ ２ ＝ ０ 

  ●  Ｔ［ｉ］ ← ｓｕ 

  ●  ｉ ← ｉ ＋ １ 

▼ 

●  ｓｕ ← ｓｕ ＋ １ 

■ 

ｓｕ ｉ  ［１］ ［２］ ［３］ ［４］ ［５］ 

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

  Ｔ       

 

  

○ プログラム名：ＰＧ１１－８ 

○ 整数型：Ｔ［５］＝｛４，６，３，８，５｝，ｓｕｍ，ｉ 

●  ｓｕｍ ← ０ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ 

 ● ｓｕｍ ← ｓｕｍ ＋ Ｔ［ｉ］ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ１１－１０ 

○ 整数型：Ａ［５］＝｛２，５，１，６，３｝ 

○ 整数型：Ｂ［５］，ｉ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ 

 ● Ｂ［６－ｉ］ ← Ａ［ｉ］ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

ｉ  ［１］ ［２］ ［３］ ［４］ ［５］ 

 Ｂ       

 Ｂ       

 Ｂ       

 Ｂ       

 Ｂ       

 Ｂ       

 Ｂ       

 Ｂ       

 Ｂ       

 Ｂ       

 Ｂ       

○ プログラム名：ＰＧ１１－１１ 

○ 整数型：Ａ［６］＝｛２，５，１，６，３，０｝，ｉ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ＜ ６ 

 ● Ａ［６］ ← Ａ［６］ ＋ Ａ［ｉ］ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

ｉ Ａ［６］      
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○ プログラム名：ＰＧ１１－１２（フィボナッチ数列） 

○ 整数型：Ａ［１５］，ｉ 

●  Ａ［１］ ← ０ 

●  Ａ［２］ ← １ 

●  ｉ ← ３ 

■ ｉ ≦ １５ 

 ● Ａ［ｉ］ ← Ａ［ｉ－２］ ＋ Ａ［ｉ－１］ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１１－１３ 

○ 整数型：Ａ［１０］＝｛３，５，７，８，４，５，１，２，８，９｝ 

○ 整数型：Ｂ［１０］，ｉ，ｐ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ １０ 

 ● ｐ ← Ａ［ｉ］ 

 ● Ｂ［ｉ］ ← Ａ［ｐ］ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１１－１４ 

○ 整数型：Ａ［１０］＝｛６，４，５，９，８，６，７，８，３，４｝ 

○ 整数型：Ｂ［１０］，ｉ 

●  ｉ ← １ 

●  Ｂ［ｉ］ ← Ａ［Ａ［ｉ］］ 

●  ｉ ← ｉ＋１ 

■ ｉ ≦ １０ 

 ● Ｂ［ｉ］ ←Ｂ［ｉ－１］ ＋ Ａ［Ａ［ｉ］］ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 
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Section 2 ２次元配列とは 

２次元配列は［行］と［列］で構成された配列です。 

［行］［列］に意味を持たせることにより、様々なデータを効率的に管理できます。 

 

①２次元配列の定義 

１次元配列と同じように宣言部に定義しますが、［行数］［列数］も指定します。 

 

ｅｘ） 整数を３行５列で１５個格納できる変数をａｒｒａｙという名前で定義する 

○ 整数型：ａｒｒａｙ［３］［５］ 

 

②２次元配列の利用 

整数部：ａｒｒａｙ［３］［５］ と定義した２次元配列は以下のようなイメージとなります。 

 

ａｒｒａｙ 

 

 

 

 

この配列ａｒｒａｙに値を代入するには、行番号と列番号の２つを指定しなければなりません。 

ｅｘ） ａｒｒａｙの要素に値を代入する 

 ａｒｒａｙ［１］［３］ ← １０ 

 ａｒｒａｙ［２］［１］ ← ２０ 

 ａｒｒａｙ［３］［５］ ← ａｒｒａｙ［１］［３］ ＋ ａｒｒａｙ［２］［１］ 

処理後の２次元配列ａｒｒａｙの中身は以下となります。 

 

ａｒｒａｙ 

 

 

 

 

  

 

［１］ 

 

［２］ 

 

［３］ 

 

［４］ 

 

［５］ 

     

     

［１］ 

［２］ 

［３］ 

 

［１］ 

 

［２］ 

１０ 

［３］ 

 

［４］ 

 

［５］ 

２０     

    ３０ 

［１］ 

［２］ 

［３］ 
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○ プログラム名：ＰＧ１２－１ 

○ 整数型：Ａ［５］［５］，ｉ，ｊ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ 

 ● ｊ ← １ 

 ● Ａ［ｉ］［ｊ］ ← ０ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

 ● Ａ［ｉ］［ｊ］ ← ０ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

 ● Ａ［ｉ］［ｊ］ ← ０ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

 ● Ａ［ｉ］［ｊ］ ← ０ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

 ● Ａ［ｉ］［ｊ］ ← ０ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１２－２ 

○ 整数型：Ａ［５］［５］，ｉ，ｊ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ 

 ● ｊ ← １ 

■ ｊ ≦ ５ 

 ● Ａ［ｉ］［ｊ］ ← ｉ ＊ ｊ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ１２－３ 

○ 整数型：Ａ［３］［６］＝｛２，８，７，５，３，０，４，２，５，８，９，０，２，５，４，７，８，０｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ３ 

 ● ｊ ← １ 

■ ｊ ≦ ５ 

 ● Ａ［ｉ］［６］ ← Ａ［ｉ］［６］ ＋ Ａ［ｉ］［ｊ］ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１２－４ 

○ 整数型：Ａ［３］［６］＝｛１，８，９，１，８，０，７，９，４，３，２，０，７，８，４，６，２，０｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ 

 ● ｊ ← １ 

■ ｊ ≦ ３ 

 ● Ａ［ｊ］［６］ ← Ａ［ｊ］［６］ ＋ Ａ［ｊ］［ｉ］ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ１２－５ 

○ 整数型：Ａ［３］［３］＝｛１，８，９，１，８，７，９，４，３｝ 

○ 整数型：Ｂ［３］［３］＝｛２，８，７，５，３，４，２，５，８｝ 

○ 整数型：Ｃ［３］［３］，ｉ，ｊ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ３ 

 ● ｊ ← １ 

■ ｊ ≦ ３ 

 ▲ Ａ［ｉ］［ｊ］ ＞ Ｂ［ｉ］［ｊ］ 

    ● Ｃ［ｉ］［ｊ］ ← Ａ［ｉ］［ｊ］ 

    ● Ｃ［ｉ］［ｊ］ ← Ｂ［ｉ］［ｊ］ 

 ▼ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１２－６ 

○ 整数型：Ａ［４］［４］＝｛１，８，９，０，１，８，７，０，９，４，３，０，０，０，０，０｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ３ 

 ● ｊ ← １ 

■ ｊ ≦ ３ 

 ● Ａ［ｉ］［４］ ← Ａ［ｉ］［４］ ＋ Ａ［ｉ］［ｊ］ 

 ● Ａ［４］［ｊ］ ← Ａ［４］［ｊ］ ＋ Ａ［ｉ］［ｊ］ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● Ａ［４］［ｊ］ ← Ａ［４］［ｊ］ ＋ Ａ［ｉ］［ｊ］ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ１２－７ 

○ 整数型：Ａ［５］［５］＝｛１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，１２，１３，１４，１５，１６，１７，１

８，１９，２０，２１，２２，２３，２４，２５｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ 

 ● ｊ ← １ 

■ ｊ ≦ ５ ／ ２ 

 ● ｗ ← Ａ［ｉ］［ｊ］ 

 ● Ａ［ｉ］［ｊ］ ← Ａ［ｉ］［６－ｊ］ 

 ● Ａ［ｉ］［６－ｊ］ ← ｗ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１２－８ 

○ 整数型：Ａ［５］［５］＝｛１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，１２，１３，１４，１５，１６，１７，１

８，１９，２０，２１，２２，２３，２４，２５｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ ／ ２ 

 ● ｊ ← １ 

■ ｊ ≦ ５ 

 ● ｗ ← Ａ［ｉ］［ｊ］ 

 ● Ａ［ｉ］［ｊ］ ← Ａ［６－ｉ］［ｊ］ 

 ● Ａ［６－ｉ］［ｊ］ ← ｗ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ１２－９ 

○ 整数型：Ａ［５］［５］＝｛１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，１２，１３，１４，１５，１６，１７，１

８，１９，２０，２１，２２，２３，２４，２５｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ ／ ２ 

 ● ｊ ← ｉ 

■ ｊ ＜ ６ － ｉ 

 ● ｗ ← Ａ［ｉ］［ｊ］ 

 ● Ａ［ｉ］［ｊ］ ← Ａ［ｊ］［６－ｉ］ 

 ● Ａ［ｊ］［６－ｉ］ ← Ａ［６－ｉ］［６－ｊ］ 

 ● Ａ［６－ｉ］［６－ｊ］ ← Ａ［６－ｊ］［ｉ］ 

 ● Ａ［６－ｊ］［ｉ］ ← ｗ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１２－１０ 

○ 整数型：Ａ［５］［５］＝｛１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，１２，１３，１４，１５，１６，１７，１

８，１９，２０，２１，２２，２３，２４，２５｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ≦ ５ ／ ２ 

 ● ｊ ← ｉ 

■ ｊ ＜ ６ － ｉ 

 ● ｗ ← Ａ［ｉ］［ｊ］ 

 ● Ａ［ｉ］［ｊ］ ← Ａ［６－ｊ］［ｉ］ 

 ● Ａ［６－ｊ］［ｉ］ ← Ａ［６－ｉ］［６－ｊ］ 

 ● Ａ［６－ｉ］［６－ｊ］ ← Ａ［ｊ］［６－ｉ］ 

 ● Ａ［ｊ］［６－ｉ］ ← ｗ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 



    42 
 

Chapter 7 スタックとキューとリストとトレース 

  『もう無理』とか泣き言は言うな！！！這ってでもやり遂げろ！！ 

 

Section 1 スタックとは 

 後入れ先出し方式のデータ構造。（ＬＩＦＯ：Ｌａｓｔ Ｉｎ Ｆｉｒｓｔ Ｏｕｔ） 

データを平積みしていくイメージで、最後に格納したデータが一番上にくる。データを取り出す際は

その最後に格納したデータから取り出され、最初に格納したデータは最後に取り出される。 

 

 【スタックへの操作と添字】 

  ｐｕｓｈ：データをスタックに格納する。 

  ｐｏｐ ：データをスタックから取りだす。 

  ＳＰ  ：スタックポインタ。次のデータ格納位置を示す。 

 

 【スタックへの格納と取り出しの流れ】 

   ａ データａをｐｕｓｈ 

（３）     

（２）     

（１）     

（０）  ←ＳＰ   

 

   ｂ データｂをｐｕｓｈ 

（３）     

（２）     

（１）  ←ＳＰ   

（０） ａ    

 

     

（３）     

（２）  ←ＳＰ   

（１） ｂ    

（０） ａ    

 

   ｂ データｂをｐｏｐ 

（３）     

（２）     

（１）  ←ＳＰ   

（０） ａ    
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 【プログラムの例】 

○ 主プログラム名：スタックサンプル 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２，ＳＵ３ 

○ 外部参照：ＳＰ 

●  ＳＰ  ← ０ 

●  ＳＵ１ ← １０ 

●  ＳＵ２ ← ２０ 

●  ＳＵ３ ← ３０ 

●  ｐｕｓｈ（ＳＵ１） 

●  ｐｕｓｈ（ＳＵ２） 

●  ｐｕｓｈ（ＳＵ３） 

●  ＳＵ１ ← ｐｏｐ（） 

 ●  ＳＵ２ ← ｐｏｐ（） 

 ●  ＳＵ３ ← ｐｏｐ（） 

 

 

○ 副プログラム名：ｐｕｓｈ（ｎ） 

○ 外部参照：Ｓｔａｃｋ［］，ＳＰ 

●  Ｓｔａｃｋ［Ｓｐ］  ← ｎ 

 ●  ＳＰ ← ＳＰ ＋ １ 

 

 

○ 副プログラム名：ｐｏｐ 

○ 外部参照：Ｓｔａｃｋ［］，ＳＰ 

●  ＳＰ ← ＳＰ － １ 

 ●  Ｒｅｔｕｒｎ Ｓｔａｃｋ［ＳＰ］ 

 

 

 【トレース練習】 
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○ プログラム名：ＰＧ１３－１ 

○ 文字型：Ｔｅｘｔ［］ 

○ 整数型：ｉ 

○ 外部参照：ＳＰ 

 ●  ＳＰ ← ０ 

 ●  ｉ ← ０ 

■ ｉ ＜ ５ 

      ●  ｐｕｓｈ（ Ｔｅｘｔ［ ｉ ］ ） 

      ●  ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

●  ｉ ← ０ 

■ ｉ ＜ ５ 

      ●  Ｔｅｘｔ［ ｉ ］ ← ｐｏｐ（） 

      ●  ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

 

 

 

 

 

 

 （０） （１） （２） （３） （４） 

Ｔｅｘｔ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

 ↓のように並びを逆順にする 

Ｔｅｘｔ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ 

7 

0 

7 

0 

○ 副プログラム名：ｐｕｓｈ（ ｎ ） 

○ 外部参照：Ｓｔａｃｋ［］，ＳＰ 

●  Ｓｔａｃｋ［ＳＰ］ ← ｎ 

 ●  ＳＰ ← ＳＰ ＋ １ 

 

 

 

 

 

○ 副プログラム名：ｐｏｐ 

○ 外部参照：Ｓｔａｃｋ［］，ＳＰ 

●  ＳＰ ← ＳＰ － １ 

 ●  Ｒｅｔｕｒｎ Ｓｔａｃｋ［ＳＰ］ 
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Section 2 キューとは 

 先入れ先出し方式のデータ構造。（ＦＩＦＯ：Ｆｉｒｓｔ Ｉｎ Ｆｉｒｓｔ Ｏｕｔ） 

キューとは、窓口に並ぶ順番待ちの待ち行列のこと。コンビニのレジのようなイメージであり、最初に

格納されたデータから順番に取り出される。 

 

 【キューへの操作と添字】 

  ｅｎｑｕｅｕｅ：データをキューに格納する。 

  ｄｅｑｕｅｕｅ：データをキューから取りだす。 

  ｆｉｒｓｔ   ：キューの先頭。次の取り出し対象のデータ格納位置を示す。 

  ｌａｓｔ   ：キューの最後尾。次のデータ格納位置を示す。 

 

 【キューへの格納と取り出しの流れ】 

    ａ データａをｅｎｑｕｅｕｅ 

 （３）     

 （２）     

 （１）     

ｌａｓｔ→ （０） ａ ←ｆｉｒｓｔ   

 

    ｂ データｂをｅｎｑｕｅｕｅ 

 （３）     

 （２）     

ｌａｓｔ→ （１）     

 （０） ａ ←ｆｉｒｓｔ   

 

      

 （３）     

ｌａｓｔ→ （２）     

 （１） ｂ    

 （０） ａ ←ｆｉｒｓｔ   

 

    ａ データａをｄｅｑｕｅｕｅ 

 （３）     

ｌａｓｔ→ （２）     

 （１） ｂ ←ｆｉｒｓｔ   

 （０）     
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 【プログラムの例】 

○ 主プログラム名：キューサンプル 

○ 整数型：ＳＵ１，ＳＵ２，ＳＵ３ 

○ 外部参照：ｆｉｒｓｔ，ｌａｓｔ 

●  ｆｉｒｓｔ  ← ０ 

●  ｌａｓｔ  ← ０ 

●  ＳＵ１ ← １０ 

●  ＳＵ２ ← ２０ 

●  ＳＵ３ ← ３０ 

●  ｅｎｑｕｅｕｅ（ＳＵ１） 

●  ｅｎｑｕｅｕｅ（ＳＵ２） 

●  ｅｎｑｕｅｕｅ（ＳＵ３） 

●  ＳＵ１ ← ｄｅｑｕｅｕｅ（） 

●  ＳＵ２ ← ｄｅｑｕｅｕｅ（） 

●  ＳＵ３ ← ｄｅｑｕｅｕｅ（） 

 

○ 副プログラム名：ｅｎｑｕｅｕｅ（ｎ） 

○ 外部参照：Ｑｕｅｕｅ［］，ｆｉｒｓｔ，ｌａｓｔ 

●  Ｑｕｅｕｅ［ｌａｓｔ］  ← ｎ 

 ●  ｌａｓｔ ← ｌａｓｔ ＋ １ 

 

○ 副プログラム名：ｄｅｑｕｅｕｅ 

○ 外部参照：Ｑｕｅｕｅ［］，ｆｉｒｓｔ，ｌａｓｔ 

○ 整数型：Ｄａｔａ 

 ●  Ｄａｔａ ← Ｑｕｅｕｅ［ｆｉｒｓｔ］ 

●  ｆｉｒｓｔ ← ｆｉｒｓｔ ＋ １ 

 ●  Ｒｅｔｕｒｎ Ｄａｔａ 

 

 【トレース練習】 
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Chapter 8 ソート処理とトレース 

  ここは国試では一般常識のレベルだ！！！喰らい付いてこい！！！ 

 

 

 

 

 

○ プログラム名：ＰＧ１４－１（選択ソート） 

○ 整数型：Ａ［５］＝｛７，８，２，３，５｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ＜ ５ 

 ● ｊ ← ｉ ＋ １ 

■ ｊ ≦ ５ 

 ▲ Ａ［ｉ］ ＞ Ａ［ｊ］ 

   ● ｗ ← Ａ［ｉ］ 

   ● Ａ［ｉ］ ← Ａ［ｊ］ 

   ● Ａ［ｊ］ ← ｗ 

 ▼ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１４－２（選択ソート） 

○ 整数型：Ａ［５］＝｛２，８，７，４，５｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ＜ ５ 

 ● ｊ ← ｉ ＋ １ 

■ ｊ ≦ ５ 

 ▲ Ａ［ｉ］ ＜ Ａ［ｊ］ 

   ● ｗ ← Ａ［ｉ］ 

   ● Ａ［ｉ］ ← Ａ［ｊ］ 

   ● Ａ［ｊ］ ← ｗ 

 ▼ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ１４－３（選択ソート） 

○ 整数型：Ａ［５］＝｛４，８，９，３，２｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ 

●  ｉ ← ５ 

■ ｉ ＞ １ 

 ● ｊ ← ｉ － １ 

■ ｊ ＞ ０ 

 ▲ Ａ［ｉ］ ＞ Ａ［ｊ］ 

   ● ｗ ← Ａ［ｉ］ 

   ● Ａ［ｉ］ ← Ａ［ｊ］ 

   ● Ａ［ｊ］ ← ｗ 

 ▼ 

 ● ｊ ← ｊ － １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ － １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１４－４（選択ソート） 

○ 整数型：Ａ［５］＝｛１，８，０，９，６｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ，ｍｉｎ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ＜ ５ 

 ● ｍｉｎ ← ｉ 

 ● ｊ ← ｉ ＋ １ 

■ ｊ ≦ ５ 

 ▲ Ａ［ｍｉｎ］ ＞ Ａ［ｊ］ 

   ● ｍｉｎ ← ｊ 

 ▼ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

▲ ｉ ≠ ｍｉｎ 

  ● ｗ ← Ａ［ｉ］ 

  ● Ａ［ｉ］ ← Ａ［ｍｉｎ］ 

  ● Ａ［ｍｉｎ］ ← ｗ 

▼ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ１４－５（バブルソート） 

○ 整数型：Ａ［５］＝｛２，０，７，８，５｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ＜ ５ 

 ● ｊ ← １ 

■ ｊ ≦ ５ － ｉ 

 ▲ Ａ［ｊ］ ＞ Ａ［ｊ＋１］ 

   ● ｗ ← Ａ［ｊ］ 

   ● Ａ［ｊ］ ← Ａ［ｊ＋１］ 

   ● Ａ［ｊ＋１］ ← ｗ 

 ▼ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１４－６（バブルソート） 

○ 整数型：Ａ［５］＝｛９，２，３，７，８｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ，ｓｗ 

●  ｓｗ ← ０ 

●  ｉ ← １ 

■ ｉ ＜ ５ ａｎｄ ｓｗ ＝ ０ 

 ● ｊ ← １ 

 ● ｓｗ ← １ 

■ ｊ ≦ ５ － ｉ 

 ▲ Ａ［ｊ］ ＞ Ａ［ｊ＋１］ 

   ● ｗ ← Ａ［ｊ］ 

   ● Ａ［ｊ］ ← Ａ［ｊ＋１］ 

   ● Ａ［ｊ＋１］ ← ｗ 

   ● ｓｗ ← ０ 

 ▼ 

 ● ｊ ← ｊ ＋ １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ１４－７（バブルソート） 

○ 整数型：Ａ［５］＝｛６，３，８，４，７｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ 

●  ｉ ← ２ 

■ ｉ ≦ ５ 

 ● ｊ ← ５ 

■ ｊ ≧ ｉ 

 ▲ Ａ［ｊ］ ＞ Ａ［ｊ－１］ 

   ● ｗ ← Ａ［ｊ］ 

   ● Ａ［ｊ］ ← Ａ［ｊ－１］ 

   ● Ａ［ｊ－１］ ← ｗ 

 ▼ 

 ● ｊ ← ｊ － １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１４－８（挿入ソート） 

○ 整数型：Ａ［５］＝｛５，７，４，８，２｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｗ 

●  ｉ ← ２ 

■ ｉ ≦ ５ 

 ● ｊ ← ｉ 

■ ｊ ≧ ２ ａｎｄ Ａ［ｊ］ ＜ Ａ［ｊ－１］ 

 ● ｗ ← Ａ［ｊ］ 

 ● Ａ［ｊ］ ← Ａ［ｊ－１］ 

 ● Ａ［ｊ－１］ ← ｗ 

 ● ｊ ← ｊ － １ 

■ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 
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○ プログラム名：ＰＧ１４－９（挿入ソート） 

○ 整数型：Ａ［５］＝｛４，７，５，２，８｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｔｍｐ 

●  ｉ ← ２ 

■ ｉ ≦ ５ 

 ● ｊ ← ｉ 

 ● ｔｍｐ ← Ａ［ｉ］ 

■ ｊ ≧ ２ ａｎｄ ｔｍｐ ＜ Ａ［ｊ－１］ 

 ● Ａ［ｊ］ ← Ａ［ｊ－１］ 

 ● ｊ ← ｊ － １ 

■ 

 ● Ａ［ｊ］ ← ｔｍｐ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 

○ プログラム名：ＰＧ１４－１０（挿入ソート） 

○ 整数型：Ａ［５］＝｛２，７，８，５，４｝ 

○ 整数型：ｉ，ｊ，ｔｍｐ 

●  ｉ ← ２ 

■ ｉ ≦ ５ 

 ● ｊ ← ｉ 

 ● ｔｍｐ ← Ａ［ｉ］ 

■ ｊ ≧ ２ ａｎｄ ｔｍｐ ＜ Ａ［ｊ－１］ 

 ● Ａ［ｊ］ ← Ａ［ｊ－１］ 

 ● ｊ ← ｊ － １ 

■ 

 ● Ａ［ｊ］ ← ｔｍｐ 

 ● ｉ ← ｉ ＋ １ 

■ 
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